















フで理解を深めることにする。Riley and Samuelson （1981） と Steiglitz （2007） の
手法を参考に、解きやすさのために一様分布に限って説明する。
２．オークションと均衡
売り手が 1 人いて 1 つの品物を売ろうとしている。売り手の品物に対する評















きる。評価 vの買い手が勝つ確率は vn-1 となる。均衡において xを入札した買
い手の期待支払い関数を P(x) とする。
他の買い手が均衡入札関数に従っている時、評価 vの買い手が評価 xの買い
手のように入札するとしよう。落札できる確率は、他の n-1 人が x以下の評
































ここで n=1の場合を説明する。オークションは複数の売り手が競るので n ≥




















ず v<xのとき、xより大きい金額を入札して勝つと xを払うので利得は v-x<0
となるが、x未満を入札すると負けて利得は 0となる。ゆえに vは最適となる。
次に x<vのとき、xより小さな金額を入札して負けると利得は 0 だが、xより
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